
４地本定期大会が成功裡に終わる
新
幹
線
地
本
は
６
月
23

日
、
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
で

第

回
定
期
大
会
を
開
催
し

24
ま
し
た
。

冒
頭
、
６
月
９
日
に
発
生

し
た
「
の
ぞ
み
２
６
５
号
」

殺
傷
事
件
で
犠
牲
に
な
ら
れ

た
乗
客
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
、
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ
ま

し
た
。
議
長
団
に
三
浦
（
東

一
運
分
会
）
・
山
口
（
東
京

車
両
所
分
会
）
両
代
議
員
を

選
出
し
ま
し
た
。

成
田
委
員
長
は
、
挨
拶
で

「
本
部
大
会
で
新
体
制
が
確

立
さ
れ
た
。
職
場
に
お
い
て

は
少
数
で
は
あ
る
が
、
ど
う

い
う
組
織
体
制
を
構
築
す
る

の
か
、
私
た
ち
自
身
の
手
で

切
り
拓
こ
う
。
年
休
裁
判
、

診
断
書
都
労
委
は
勝
利
す
る

と
思
う
が
、
こ
の
闘
い
を
通

じ
て
組
織
強
化
・
拡
大
を
勝

ち
取
ろ
う
。
改
憲
に
向
け
た

動
き
が
活
発
に
な
っ
て
い

る
。
労
働
組
合
が
大
衆
と
共

に
闘
う
存
在
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
Ｊ
Ｒ
総
連
運
動
の

再
生
の
た
め
に
、
自
ら
の
置

か
れ
た
所
で
労
働
者
的
に
闘

お
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

質
疑
で
は
代
議
員

名
全
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員
か
ら
、
新
幹
線
車
内
業
務

見
直
し
の
闘
い
、
不
当
な
ボ

ー
ナ
ス
カ
ッ
ト
撤
回
や
年
休

失
効
を
許
さ
な
い
た
め
の
闘

い
、
更
衣
時
間
を
勝
ち
取
る

闘
い
、
「
の
ぞ
み

号
」
事

34

故
を
は
じ
め
と
す
る
安
全
確

立
の
闘
い
、
ア
ル
コ
ー
ル
検

査
に
お
け
る
不
当
な
扱
い
に

つ
い
て
、
今
後
の
組
織
展
望

を
見
据
え
た
闘
い
な
ど
、
力

強
い
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

杉
沢
書
記
長
は
「
森
下
さ

ん
の
更
衣
時
間
を
労
働
時
間

に
さ
せ
る
た
め
の
闘
い
で

は
、
一
人
で
も
役
所
を
動
か

し
、
会
社
を
戦
々
恐
々
と
さ

せ
た
。
智
恵
を
出
せ
ば
闘
い

は
広
が
る
。
『
の
ぞ
み
２
６

５
号
』
事
件
で
、
会
社
の
対

静
岡
地
本
は
７
月

日
、

11

静
岡
労
政
会
館
で
第

回
定

29

期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
形
式
と
し
て
初
と
な
る

大
会
で
、
議
長
に
木
下
副
委

員
長
を
選
出
し
ま
し
た
。

植
松
委
員
長
は
、
挨
拶
で

「
地
本
は
、
創
意
工
夫
し
た

組
織
運
営
に
努
め
『
仲
間
の

た
め
に
、
組
織
の
た
め
に
』

を
各
々
考
え
実
践
し
て
き

た
。
富
士
登
山
、
駅
無
人
化

反
対
の
ビ
ラ
配
布
行
動
、
掲

示
物
不
当
撤
去
事
件
の
最
高

裁
勝
利
と
集
会
の
開
催
、
運

転
士
情
報
端
末
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
問
題
に
お
け
る
名
古
屋
地

本
と
の
合
同
会
議
と
中
部
運

輸
局
へ
の
要
請
行
動
、
出
向

会
社
新
生
テ
ク
ノ
ス
と
の
２

回
目
の
団
体
交
渉
、
診
断
書

強
要
に
対
す
る
闘
い
、
更
衣

時
間
を
労
働
時
間
に
さ
せ
る

闘
い
な
ど
、
自
信
を
も
っ
て

闘
っ
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
も

で
き
る
闘
い
を
全
組
合
員
で

闘
お
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

質
疑
で
は
、
「
要
員
不
足

で
年
休
が
出
ず
失
効
の
危
機

に
あ
る
状
況
を
打
開
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
「
出
向
会

社
と
の
団
体
交
渉
を
２
回
開

催
し
た
。
大
き
な
意
味
が
あ

る
」
「
専
任
社
員
の
他
労
組

組
合
員
は
異
動
が
あ
っ
た
。

専
任
社
員
は
居
住
地
か
ら
近

い
職
場
に
戻
す
闘
い
を
行
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
な
ど
の
意
見
を
は
じ
め
、

安
全
に
関
わ
る
発
言
も
出
さ

れ
ま
し
た
。

半
場
書
記
長
は
「
掲
示
物

不
当
撤
去
事
件
が
最
高
裁
勝

利
し
た
。
年
休
裁
判
へ
と
繋

げ
て
い
こ
う
。
更
衣
時
間
の

問
題
で
、
浜
松
労
基
署
が
浜

松
運
輸
区
に
入
り
、
他
労
組

組
合
員
か
ら
大
き
な
関
心
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
診
断
書

強
要
に
対
す
る
闘
い
で
、
地

本
全
組
合
員
を
対
象
に
し
た

『
意
思
統
一
の
集
会
』
は
成

功
し
た
」
と
総
括
答
弁
を
行

い
ま
し
た
。

岡
原
発
な
ど
で
働
き
、
友
人

の
Ｂ
氏
も
同
職
場
で
働
い
て

い
た
。
仕
事
は
、
低
レ
ベ
ル

放
射
性
物
質
を
ド
ラ
ム
缶
に

詰
め
る
作
業
。
Ａ
氏
は
会
社

を
辞
め
た
５
年
後
く
ら
い
か

ら
体
に
異
変
を
感
じ
、
検
査

し
た
結
果
大
腸
が
ん
で
、
胃

に
も
悪
性
ポ
リ
ー
プ
が
発
見

さ
れ
た
。
Ａ
氏
は
入
院
・
手

術
を
行
い
、

年
経
っ
た
現

10

在
も
生
存
し
て
い
る
。
し
か

し
、
Ｂ
氏
は
悪
性
リ
ン
パ
腫

を
患
い
他
界
し
た
▼
放
射
性

物
質
つ
ま
り
原
発
で
の
作
業

が
原
因
で
命
を
落
と
す
人

は
、
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
い

る
だ
ろ
う
。
「
原
発
関
連
で

の
死
者
は
い
な
い
」
な
ど
と

言
う
評
論
家
や
、
そ
れ
を
平

然
と
雑
誌
な
ど
で
取
り
上
げ

る
出
版
社
が
あ
る
。
放
射
性

物
質
と
癌
と
の
因
果
関
係
は

無
い
と
反
論
し
、
そ
こ
を
拠

り
ど
こ
ろ
に
す
る
だ
ろ
う
。

原
子
力
村
や
原
発
推
進
派
、

特
に
政
府
が
こ
れ
を
認
め
た

ら
、
原
子
力
政
策
そ
の
も
の

が
破
綻
す
る
。
だ
か
ら
、
口

が
裂
け
て
も
Ｙ
Ｅ
Ｓ
と
は
言

わ
な
い
▼
し
か
し
、
原
発
や

放
射
性
物
質
に
よ
る
死
者
は

い
な
い
と
信
じ
る
人
た
ち
が

い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

私
た
ち
労
働
者
や
一
般
市
民

は
、
デ
マ
を
見
抜
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
特
定
の
雑
誌

な
ど
を
一
方
的
に
信
用
し
、

他
の
意
見
に
耳
を
傾
け
な
い

と
、
カ
ル
ト
宗
教
信
者
の
よ

う
に
な
り
か
ね
な
い
。
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『
９
条
連
ニ
ュ
ー
ス
』

№
２
８
２
に
元
原
発
労

働
者
Ａ
氏
の
投
稿
が
掲

載
さ
れ
た
。
Ａ
氏
は
浜

汽 笛
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４
地
本
は
、
６
～
７
月
に
か
け
て
そ
れ
ぞ
れ
定
期
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
全
地
本
で
３
役
全
員
が
新
役
員

と
な
り
、
新
役
員
体
制
を
支
え
て
闘
う
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

新 幹 線 地 本
第24回定期大会

策
は
何
も
対
策
に
な
っ
て
い

な
い
。
不
審
者
を
改
札
か
ら

入
れ
さ
せ
な
い
対
策
が
必
要

だ
」
と
総
括
答
弁
を
行
い
ま

し
た
。

静 岡 地 本
第29回定期大会



各地本2018年度役員体制
役 職 新幹線地本 静岡地本 名古屋地本 新幹線関西地本

執行委員長 杉 澤 秀 則 半 場 弘 恭 荻 野 隆 一 畑 野 浩 孝

執行副委員長 小 林 正 明 八 木 雅 之 山 田 哲 也 三 田 憲 一

〃 土 川 節 夫 木 下 孝 尚 丹 羽 成 生 小 林 國 博

〃 植 松 昌 彦 上 田 和 宏 柳 楽 関

〃 渡 辺 和 仁

書 記 長 伊 藤 一 也 渡 辺 靖 之 御 辺 尚 久 浦 谷 幸 二

執 行 委 員 小 林 昇 伏 見 和 幹 小屋敷 治行 森 永 益 充

〃 田 村 浩 彰 北 原 幹 也 越 坂 武 笹 田 伸 治

〃 安久沢 雅行 曽布川 忠宏 中 山 喜 弘 下 茂 春 美

〃 木 藤 純 宏 宮 澤 克 明 堀 部 肇 島 津 力

〃 剱 持 善 昭 岩 本 久 今 井 一 夫 王 丸 恭 市

〃 庭 山 義 輝 鈴 木 一 幸 渡 邊 幹 夫

〃 宮 内 省 吾

〃 多 田 一 夫

会計監査員 木 村 孝 夫 土 屋 正 安 中 山 孝 宏 竹 本 真 一

〃 野 口 康 夫 高 科 睦 治 寺 倉 浩 仁 筬 島 和 彦

※地本大会の役員改選による中央本部執行副委員長の変更

静岡地本は半場弘恭、新幹線関西地本は畑野浩孝に変更

※中央本部特別執行委員の指定（第２回中央執行委員会で確認）

小林光昭（新幹線地本）

新
幹
線
関
西
地
本
は
７
月

８
日
、
「
Ｕ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｉ
大

阪
」
で
第

回
定
期
大
会
を

24

開
催
し
ま
し
た
。
議
長
団
に

湊
（
大
阪
交
番
検
査
車
両
所

分
会
）
、
鈴
木
（
名
古
屋
車

両
所
分
会
）
両
代
議
員
を
選

出
し
ま
し
た
。

小
林
委
員
長
は
、
挨
拶
で

「
会
社
は
過
去
の
事
故
・
事

件
を
何
ら
教
訓
化
し
て
こ
な

か
っ
た
た
め
、
考
え
ら
れ
な

い
事
故
・
事
件
を
発
生
さ
せ

た
。
私
た
ち
は
、
い
か
に
こ

れ
ら
と
向
き
合
う
か
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
憲
法
９

条
改
悪
に
Ｎ
Ｏ
！
を
突
き
つ

け
る
仲
間
を
一
人
で
も
拡
大

し
よ
う
。
現
実
を
知
り
、
デ

マ
に
騙
さ
れ
ず
、
真
実
を
見

極
め
る
努
力
を
し
て
い
こ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。
そ
し

て
、
Ｊ
Ｒ
東
海
労
運
動
を
共

に
闘
い
、
６
月
末
で
退
職
し

た
小
林
書
記
へ
の
感
謝
を
述

べ
ま
し
た
。

質
疑
で
は
、
「
『
の
ぞ
み
34

号
』
事
故
で
会
社
は
Ｊ
Ｒ
西

日
本
や
メ
ー
カ
ー
に
責
任
転

嫁
し
て
い
る
。
検
査
周
期
延

伸
に
は
反
対
で
あ
る
」
「
Ｊ

Ｒ
東
労
組
の
問
題
を
他
人
事

「
当
社
は
、
中
央
新
幹
線

．
．
．
．
．

を
自
己
負
担
で
建
設
す
る
方

．
．
．
．
．
．
．
．

針
で
あ
り
、
大
阪
開
業
ま
で

含
め
た
総
工
事
費
９
兆
円

は
、
東
海
道
新
幹
線
と
在
来

線
、
関
連
事
業
な
ど
の
既
存

事
業
を
中
心
と
し
た
収
益
に

よ
っ
て
賄
う
こ
と
に
な
り
ま

す
」。Ｊ

Ｒ
東
海
は
、
リ
ニ
ア
事

業
を
全
額
自
己
負
担
と
す
る

こ
と
を
名
目
と
し
、
全
幹
法

に
よ
り
国
交
省
か
ら
平
成
29

年
９
月
よ
う
や
く
認
可
さ
れ

た
。
そ
れ
が
急
転
直
下
で
法

改
正
ま
で
し
て
３
兆
円
も
の

財
投
融
資
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
た
。
国
民
へ
の
裏
切
り

で
あ
る
し
、
こ
の
時
期
に
、

こ
の
よ
う
な
言
動
（
感
覚
）

は
本
当
に
許
せ
な
い
。
是
非

と
も
怒
号
の
飛
び
交
う
住
民

説
明
会
で
も
同
様
の
説
明
を

す
べ
き
だ
。

お知らせ

小林由美さん慰労会（仮称）
日 時：８月25日13時30分

場 所：大阪コロナホテル（新大阪駅すぐ）

会 費：組合員\6,000 ＯＢ\5,000

（２）第４０１号 Ｊ Ｒ 東 海 労 ２０１８年（平成３０年）８月１日

名
古
屋
地
本
は
６
月
24

日
、
金
山
「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

プ
ラ
ザ

れ
あ
ろ
」
で
第
28

回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
議
長
に
名
古
屋
運
輸
区

分
会
・
太
田
さ
ん
を
選
出
し

ま
し
た
。

山
田
委
員
長
は
「
本
年
は

人
事
の
年
で
あ
り
８
年
間
委

員
長
を
務
め
て
き
た
が
、
今

名 古 屋 地 本
第28回定期大会

新幹線関西地本
第24回定期大会

回
で
新
た
な
委
員
長
に
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
し
て
い
き
た
い
。

今
大
会
で
勝
ち
取
る
べ
き
課

題
と
し
て
、
年
休
完
全
取
得

の
闘
い
、
組
織
強
化
・
拡
大
、

平
和
を
守
る
闘
い
等
を
中
心

に
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
挨

拶
を
行
い
ま
し
た
。

質
疑
で
は
「
汽
笛
亭
廃
止

に
伴
う
出
向
先
に
つ
い
て
、

他
労
組
組
合
員
と
の
差
別
が

さ
れ
問
題
で
あ
る
」
「
高
齢

者
の
行
路
を
つ
く
る
べ
き

だ
。
休
日
も
増
や
す
べ
き
」

「
ア
ル
コ
ー
ル
検
査
で
基
準

値
に
か
か
っ
た
人
へ
の
処
分

は
や
め
る
べ
き
」
「
車
掌
の

新
型
車
携
機
は
性
能
が
悪
く

問
題
」
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
使

い
勝
手
が
非
常
に
悪
い
」「
運

転
情
報
記
録
デ
ー
タ
を
使
っ

た
面
談
は
問
題
で
あ
る
」「
新

幹
線
で
殺
傷
事
件
が
発
生
し

た
が
、
在
来
線
、
特
に
ワ
ン

マ
ン
で
は
ど
う
対
処
す
る
の

か
、
会
社
に
指
導
を
さ
せ
る

べ
き
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

荻
野
書
記
長
は
「
年
齢
的

な
限
界
を
気
力
で
補
い
、
持

て
る
力
を
出
し
切
り
、
更
に

組
織
の
強
化
と
拡
大
の
た
め

に
奮
闘
し
よ
う
」
と
総
括
答

弁
を
行
い
ま
し
た
。

と
し
て
は
い
け
な
い
」
「
組

合
員
が
出
向
に
多
く
出
て
い

る
。
組
織
体
制
に
つ
い
て
議

論
を
行
う
」
「
ボ
ー
ナ
ス
カ

ッ
ト
裁
判
で
、
闘
い
を
通
じ

た
成
果
を
確
認
す
る
。
年
休

裁
判
を
共
に
闘
う
た
め
に
、

職
場
で
の
調
査
活
動
な
ど
を

展
開
し
て
い
る
」
「
『
の
ぞ
み

２
６
５
号
』
殺
傷
事
件
で
面

談
が
行
わ
れ
て
い
る
。
装
備

品
を
見
る
と
犯
人
と
戦
え
と

言
わ
ん
ば
か
り
。
し
っ
か
り

申
し
入
れ
を
行
う
」
「
故
有

村
さ
ん
の
偲
ぶ
会
を

月
に

12

行
う
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

畑
野
書
記
長
は
「
自
然
に

無
力
な
人
間
が
自
然
を
破
壊

す
る
行
為
、
そ
れ
が
戦
争
で

あ
り
リ
ニ
ア
建
設
で
あ
る
。

自
然
災
害
か
ら
謙
虚
に
学
ば

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
『
の

ぞ
み

号
』
事
故
、
『
の
ぞ

34

み
２
６
５
号
』
事
件
な
ど
に

お
い
て
、
私
た
ち
に
と
っ
て

の
安
全
問
題
と
は
何
か
を
捉

え
返
す
必
要
が
あ
る
」
と
総

括
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。

『
東
京
地
区
分
会
情
報
』
№
２
３
８
よ
り
抜
粋

社
内
誌
『
Ｊ
Ｒ
東
海
７
月
号
』
巣
山
副
社
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

み
な
さ
ん
、

ぜ
ひ
来
て
下
さ
い


